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安全・安心な社会の実現                        ●成果の活用事例
 

その他の成果の活用事例 
 

 

 

 

１ アルカリ骨材反応による劣化を受けた道路橋の橋脚・橋台躯体に関する補修・補強ガイドライン（案）の 

発刊 

近年、アルカリ骨材反応による劣化が進行した道路橋において、内部鋼材が破断するなど、健全性に深刻

な悪影響を及ぼす危険性のある損傷が確認され、その対策が急務となっている。本資料は、2003年3月に国

土交通省でとりまとめた「道路橋のアルカリ骨材反応に対する維持管理要領（案）」を補完する目的で、具

体的な調査・補修・補強等の対策の考え方や実施の参考となる技術的な知見をとりまとめたものであり、ア

ルカリ骨材反応による劣化を生じた道路構造物の維持管理の現場において活用されている。 

 道路研究部 道路構造物管理研究室長 玉越 隆史、主任研究官 七澤 利明 

 

２ 『密集市街地整備のための集団規定の運用ガイドブック』の普及 

防災上危険な密集市街地の改善のため、建築基準法集団規定の特例制度を活用した建替え促進方策につい

て解説した『密集市街地整備のための集団規定の運用ガイドブック』を、2007年１月に国総研資料として刊

行した。本ガイドブックが特定行政庁の審査基準の策定や運用に活用・反映されることを期待し、密集市街

地を抱える全国約300の地方公共団体等に配布するとともに、2008年７月に地方公共団体と民間事業者等を

対象に東京と大阪で開催された(社)全国市街地再開発協会主催の「安全・安心まちづくりと地域の魅力を高

めるまちづくり」研修会において本ガイドブックの内容を解説すること等により、普及を図っている。 

都市研究部 都市開発研究室 主任研究官 勝又 済 
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図－１ 調査地域(a～dは図２参照) 図－２ 建築物の被害状況 

2008年中国四川省大地震に     

おける建築物被害         
総合技術政策研究センター 評価システム研究室 犬飼 瑞郎

建築研究部 基準認証システム研究室 井上 波彦

１．調査概要 

 2008年5月12日14時28分(現地時間)、中華人民

共和国四
し

川
せん

省汶
ぶん

川
せん

県東部を震央とするマグニチ

ュード8.0の地震が発生した。建築関連の対応と
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で被災地域において建築物被害の詳細調査(汶
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２．建築物の被害詳細調査結果

 震央近傍の映秀鎮では、漩
せん

口
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中学校の敷地内

の多数の校舎・寮が層崩壊や倒壊など大きな被

害を受けたほか、付近一帯では大半の建築物が

倒壊するか若しくは甚大な損傷を被っていた。

また、都江堰から映秀に至る山間部の道沿いで

は、組積造または枠組組積造を中心に多

数の民家等の復旧事例が見られた。都江

堰市には、商業施設や共同住宅など、比

較的規模の大きな建築物を含め、様々な年代の

建築物が混在していたが、倒壊等ですでに解体

が進められたものを除き、大きな構造被害を受

けた建築物が少なからず残っていた。比較的震

源から離れた汉旺鎮でも、地区一帯が立入禁止

となる等、同様の状況であった。その他、震央

から約50km東北東に位置する白鹿鎮では、高低

差２ｍ弱の断層が中学校の敷地中央を横断し、

校舎などに大きな被害が生じていた。 

３．まとめと今後の対応

 今回の地震の被害形式の特徴は、１階の破壊、

２階の破壊、短柱のせん断破壊、柱頭柱脚の曲

げ破壊などである1)。今後は、(独)建築研究所

の地震工学研修との連携等によって、これらの

被害を効果的に防止・軽減するための中国側へ

の技術協力を行っていきたい。 
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(a) １階の破壊 (b) ２階の破壊

(c) 短柱のせん断破壊 (d) 柱頭柱脚の曲げ破壊
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